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昭
和
四
十
二
年
卒
業
の
皆
様
へ

「
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会
」
へ
の
お
誘
い

昭
和
四
十
二
年
同
期
会
会
長 

柿
沼　

秀
信　

　

昭
和
四
十
二
年
卒
業
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
早
い
も
の
で
「
卒
業
四
十
五
周
年
記
念
同
期
会
」
か

ら
五
年
、
卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
私
た
ち
は
変
動
す
る
社
会
の
中
で
、
各
人
さ
ま
ざ

ま
な
人
生
を
歩
み
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
卒
業

五
十
周
年
の
節
目
を
機
会
に
国
分
寺
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を

運
び
、
学
生
時
代
に
立
ち
戻
り
、
同
期
の
皆
さ
ん
と
大
い
に

歓
談
し
、
酒
を
酌
み
交
わ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
既

に
七
月
号
の
紙
面
（
葵
友
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
、「
昭
和

四
十
二
年
卒
業
の
皆
様
へ
」
と
題
し
て
「
卒
業
五
十
周
年
記

念
同
期
会
」
の
開
催
予
告
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
誌
で
再

度
皆
様
へ
、
同
期
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　

来
春
卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
る
私
た
ち
は
、
大
学
の
恒
例

行
事
の
一
環
と
し
て
、
卒
業
三
十
・
四
十
周
年
を
迎
え
る
同

期
生
と
共
に
、
来
年
三
月
二
十
二
日
（
水
）
に
、
母
校
二
○

一
六
年
度
卒
業
式
に
招
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
卒
業
式
へ
の
臨
席
と
、
そ
の
後
の
合
同
懇
親
会
へ

の
招
待
で
す
。
大
学
主
催
の
記
念
行
事
が
終
了
し
た
後
、
葵

陵
会
館
に
場
所
を
移
し
「
昭
和
四
十
二
年
卒
業
五
十
周
年
記

念
同
期
会
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
案
内
は
、
大
学
の
ご
厚
意

で
卒
業
式
典
へ
の
招
待
状
に
同
封
い
た
し
ま
す
が
、
多
く
の

同
期
生
の
集
い
と
す
る
た
め
、
皆
様
方
に
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
及

び
学
生
寮
・
葵
友
会
各
支
部
等
へ
の
お
誘
い
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。
大
学
か
ら
卒
業
式
へ
の
招
待
は
五
十
周
年
が
最

後
と
な
り
ま
す
。

　

母
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
新
校
舎

が
立
ち
並
ぶ
そ
の
左
奥
に
「
百
周
年
記
念
館
」
が
建
ち
、
一

号
館
と
新
図
書
館
と
の
間
を
進
む
と
、
元
図
書
館
を
大
規
模

に
改
築
し
、「
進
一
層
」
の
拠
点
と
し
て
再
生
し
た
「
大
倉

喜
八
郎 

進
一
層
館
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
玄
関
前
に
、
母

校
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
翁
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
以
来
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
は
、

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
母
校
に
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

正
門
守
衛
室
の
隣
に
は
、
母
校
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
植

樹
さ
れ
た
四
十
二
年
同
期
会
寄
贈
の
桜
の
木
が
、
空
に
向

か
っ
て
大
き
く
枝
を
広
げ
、
皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

　
「
昭
和
四
十
二
年
同
期
会
」
は
、
平
成
八
年
十
一
月

二
十
三
日
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
の
「
昭
和
四
十
二
年
卒
業

三
十
周
年
同
期
会
」
を
開
催
す
る
目
的
で
、
平
成
八
年
二
月

に
「
四
十
二
年
同
期
会
世
話
人
会
」
を
有
志
二
十
三
名
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
以
来
、
四
十
・
四
十
五
周
年
、
今
回
の

五
十
周
年
へ
と
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
の

予
定
で
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


